
『栄
花
物
語
』
に
お
け
る
藤
原
道
綱
像

―

そ

の

叙

述

の

特

色

―
川

田

康

幸

1
㌧
序

藤
原
道
綱
と
言
え
ば
'
誰
で
も
直
ち
に
思
い
浮
ぶ
の
が
'
右
大
将
道
綱
母

･
藤
原
倫
寧
女
の
記
し
た

『蛸
蛤
日
記
』
で
あ
ろ
う
｡

『晴
蛤

日
記
』
の
中
で
作
者

･
倫
寧
女
は
'
天
暦
九
年

(九
重
)
八
月
つ
ご
も
り
の
､
吾
が
子

･
道
綱
の
誕
生
か
ら
'
道
綱
二
十
歳
の
天
延
二
年

(九菖
)
十
二
月
の

｢暮
れ
は
つ
る
日
｣
'
年
末
ま
で
を
記
し
て
い
る
｡

『蛸
蛤
日
記
』

･
母
親
の
中
の

｢道
綱
｣
は
､
何
と
い
つ
ま
で
も
幼

註
一

か
っ
た
こ
と

か

｡

早
-

一
人
前
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
母
親
の
切
な
る
願
い
が
'
そ
の
筆
遣
い
に
も
伝
わ
っ
て
-
る
よ
う
だ
｡

『
購
蛤
日

記
』
が
閉
じ
ら
れ
て
ゆ
-
天
延
二
年
は
'
こ
の
母
子
に
と
っ
て
は
激
動
の
1
年
で
あ
っ
た
.
道
綱
は
こ
の
年
'
狛
獄
を
極
め
た
飽
癒
に
曜
病

L
t
九
月
つ
い
た
ち
に
快
復
し
､
十

一
月
の
賀
茂
神
社
の
臨
時
祭
の
舞
人
に
召
さ
れ
､
父

･
兼
家
か
ら
何
く
れ
と
な
く
世
話
を
焼
か
れ
て
い

る
｡
年
末
に
は
､
道
綱
が
元
日
や
白
馬
の
節
会
に
着
る
装
束
を
'
倫
寧
女

･
母
が
調
え
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
年
が
暮
れ
て
ゆ
く
｡

道
綱
に
対
す
る
母
の
筆
遣
い
は
､
挙
賢

･
義
孝
と
い
う
前
摂
政
太
政
大
臣
の
息
と
い
え
ど
も
'
死
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
飽
癒

平
癒
の
後
は
､
賀
茂
神
社
の
舞
人
に
選
ば
れ
る
等
'
晴
れ
が
ま
し
い
記
事
を
記
す
こ
と
で
'
息
子
の
開
け
ゆ
く
で
あ
ろ
う
未
来
を
､
祈
り
に

も
に
た
気
持
で
記
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

『鯖
蛤
日
記
』
に
は
､
母
と
し
て
吾
が
子

･
道
綱
の
成
長
を
願
う
切
切
た
る
願
い
､
母
親
の
視
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点
が
強
烈
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
｡
で
は

『栄
花
物
語
』
で
は
ど
う
か
｡

『栄
花
物
語
』
の
中
で
の
藤
原
道
綱
像
に
は
､
ど
の
よ
う
な
特
色

が
み
ら
れ
る
の
か
｡

『栄
花
物
語
』
で
道
綱
に
言
及
す
る
部
分
は
'
巻
第
三

｢さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
｣
に
1
ヶ
所
､
巻
第
四

｢
み
は
て
ぬ
ゆ
め
｣
に
1
ヶ
所
'

巻
第
六

｢か
か
や
-
藤
壷
｣
に
一
ヶ
所
'
巻
第
七

｢と
り
べ
野
｣
に
一
ヶ
所
'
巻
第
十

｢
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
｣
に
一
ヶ
所
'
巻
第
十
二

｢
た

ま
の
む
ら
ぎ
く
｣
に
二
ヶ
所
'
巻
第
十
六

｢も
と
の
し
づ
-
｣
に
1
ヶ
所
､
巻
第
二
十

7
｢後
-
ゐ
の
大
将
｣
に
1
ヶ
所
の
計
'
八
巻
九
ヶ

所
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の

『栄
花
物
語
』
の
道
綱
像
に
つ
い
て
'
河
北
騰
氏
が
夙
に
､
巻
第
七

｢
と
り
べ
野
｣
及
び
巻
第
十
二

｢た
ま
の
む
ら
ぎ
く
｣
の
二
巻
を
取
り
上
げ
て
､

『大
鏡
』
な
ど
を
参
照
に
し
た
上
で
'

こ
の
よ
う
な
権
力
は
物
質
へ
寄
せ
る
人
々
の
欲
望
や
執
念
が
､
そ
の
連
帯
者
た
ち
を
､
暗
い
憎
悪
や
悲
嘆
の
心
境
に
陥
れ
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
点
に
つ
き
'
栄
花
物
語
で
は
'
割
合
に
簡
潔
な
抑
制
の
あ
る
筆
致
で
記
し
て
居
り
'
け
っ
し
て
､
明
ら
さ
ま
な
非
難
や
罵
倒

を
加
え
る
よ
う
な
言
辞
は
な
い
｡
こ
の
簡
潔
で
抑
制
の
あ
る
筆
つ
き
が
､
却
っ
て
わ
た
し
た
ち
に
､
作
者
の
批
判
の
心
情
を
も
う
か
が

わ
し
め
'
そ
こ
に
､
批
判
や
､
時
に
は
説
刺
の
意
の
あ
る
こ
と
を
感
知
せ
し
め
る
の
で
あ
る
.
こ
の
1
節
を
'
わ
た
し
が
'
権
勢
欲
に

対
す
る
過
剰
批
判
と
名
づ
け
る
所
以
な
の
で
あ
る
O

(
rf境
娼
Ⅷ増
訂
韓

研鮎
靴
⊥臥
把
wf.罪
)

と
､
道
綱
に
つ
い
て
の
権
勢
欲
や
物
欲
の
凄
ま
じ
さ
に
対
す
る
批
判
が
描
か
れ
て
い
る
と
説
-
0

確
か
に

『小
右
記
』
や
説
話
集
の
中
に
語
ら
れ
る
道
綱
は
'
貴
欲
な
ま
で
の
権
勢
欲
や
物
欲
を
示
す
｡
だ
が

『栄
花
物
語
』
の
中
に
は
'

河
北
氏
も

｢割
合
に
簡
潔
な
抑
制
の
あ
る
筆
致
｣
と
か
､

｢明
ら
さ
ま
な
非
難
や
罵
倒
を
加
え
る
よ
う
な
言
辞
は
な
い
｣
と
指
摘
す
る
如
く
'

道
綱
の
権
勢
欲
に
直
接
言
及
す
る
批
判
や
非
難
の
言
辞

･
記
述
は
無
い
｡
道
綱
関
連
の
叙
述
で
目
を
引
-
の
は
'
倫
子
の
妹
で
道
綱
室
と
な

る
女
性
と
､
彼
女
達
の
母

･
一
条
殿
の
尼
上

(穆
子
)
に
言
及
す
る
部
分
が
多
い
点
で
あ
る
｡

本
論
で
は
'

『栄
花
物
語
』
の
叙
述
の
特
色
の
一
つ
が
'
こ
の
道
綱
像
を
通
し
て
'
穆
子
を
語
り
'
讃
美
す
る
点
に
あ
る
事
を
明
ら
か
に
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したい｡
『栄
花
物
語
』
に
お
け
る
道
綱
関
連
の
記
述
の
中
心
は
穆
子
を
讃
美
す
る
点
に
主
眼
が
あ
り
､
道
綱
は
そ
の
道
具
立
の
一
つ
に
す

ぎ
な

い

の
で
あ
る
｡
以
上
の
点
を
､
他
の
書
に
み
ら
れ
る
道
綱
像
に
言
及
L
t
明
ら
か
に
し
た
い
｡

二
㌧
道
綱
の
官
歴

藤
原
道
綱
は
兼
家
の
二
男
と
し
て
'
天
暦
九
年

(九
重
)
八
月
に
誕
生
す
る
｡
元
服
は
十
六
歳
に
な
っ
た
天
禄
元
年

(九
七
〇
)
八
月
十
九

日
'
加
冠
は
時
の
源
氏
の
大
納
言

･
兼
明
に
依
栽
し
て
い
る
｡
そ
の
年
の
十

一
月
の
大
嘗
祭
に
は
'
冷
泉
院
御
給
を
受
け
従
五
位
下
に
叙
爵
｡

二
十
歳
に
な
っ
た
天
延
二
年

(九七四)
正
月
二
十
九
日
に
右
馬
助
に
任
官
す
る
｡
こ
の
辺
り
の
こ
と
は

『晴
蛤
日
記
』
に
詳
し
い
｡
貞
元
二

年

(九宅
)
正
月
二
十
八
日
に
左
衛
門
佐
に
任
官
す
る
が
'
喜
び
も
束
の
間
で
あ
っ
た
｡
父
兼
家
が
時
の
関
白
太
政
大
臣
の
怒
り
を
買
い
'

右
大
将
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
時
､
そ
の
傍
杖
を
食
っ
た
の
で
あ
ろ
う
'
十
月
十

1
日
の
除
目
で
'
左
衛
門
佐
か
ら
土
佐
擢
守
に
定
め
ら
れ
て

注
二

い
る
｡
父
兼
家
は
右
大
将
か
ら
治
郎
卿
に
'
右
大
将
に
は
藤
原
済
時
が
､
左
衛
門
佐
に
は
藤
原
宣
雅
が
任
命
さ
れ
た

｡

兼
通
が
尭
じ
た
翌
年

註
三

に
は
､
兼
家
は
十
月
二
日
に
右
大
臣
に
任
官
す
る
と
共
に
従
二
位
に
叙
さ
れ
､
同
十
七
日
に
は
道
綱
も
左
衛
門
佐
に
復
し
て
い

る

｡

天
元
四

年

(九八
一)
正
月
の
叙
位
で
は
'
佐
労
に
よ
り
従
五
位
上
に
昇
叙
す
る
｡
天
元
六
年

(九八三)
二
月
に
は
左
近
衛
少
将
｡
三
十
歳
と
な
っ
た
永

観
二
年

(九八四)
二
月
に
は
備
前
介
を
兼
帯
L
t
八
月
二
十
八
日
に
は
東
宮

(懐
仁
親
王
)
昇
殿
が
許
さ
れ
て
い
る
｡

永
観
三
年

(九八五)
十

一
月
に
は
少
将
労
に
よ
り
正
五
位
下
に
昇
り
'
翌
寛
和
二
年

(九八六)
六
月
二
十
三
日
に
は
新
帝

･
一
条
天
皇
の
蔵

人
'
七
月
二
十
三
日
に
は
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
る
と
共
に
昇
殿
が
許
さ
れ
'
十
月
に
は
右
近
衛
中
将
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
｡
翌
永
延
元
年

(九八七)
の
十

一
月
二
十
七
日
に
は
従
三
位
ま
で
に
昇
進
し
､
公
卿
に
列
し
て
い
る
｡
寛
和
二
年
か
ら
翌
永
延
元
年
の
二
年
間
に
'
正
五
位
下

か
ら
従
三
位
ま
で
に
昇
叙
し
､
蔵
人
を
経
て
右
中
将
に
至
る
凄
ま
じ
い
ま
で
の
昇
進
ぶ
り
で
あ
る
｡
こ
の
昇
進
に
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡

花
山
天
皇
が
宮
中
を
秘
か
に
出
て
落
飾
入
道
す
る
寛
和
二
年
六
月
二
十
二
日
夜
'
剣
璽
を
東
宮

(懐
仁
親
王
)
の
元
に
持
参
し
た
の
が
､
三
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註
四

十
二
歳
に
な
っ
て
い
た
左
近
少
将
道
綱
で
あ
っ
た

｡

東
宮

･
懐
仁
親
王
が
詐
を
嗣
ぐ
こ
と
に
よ
り
'
兼
家
が
万
機
を
摂
行
す
る
摂
政
と
な

れ
た
の
で
あ
る
｡
兼
家
の
息
子
達
で
こ
の
花
山
天
皇
の
脱
展
に
関
連
L
t
大
活
躍
し
た
の
が
道
綱
で
あ
る
｡
花
山
天
皇
が
宮
中
よ
り
の
脱
出

を
蹄
持
し
た
時
､
道
兼
が
発
し
た
言
葉
は
t

F大
鏡
』
に
よ
る
と
以
下
の
如
-
で
あ
る
｡

あ
り
あ
け
の
月
の
い
み
じ
く
あ
か
～
り
け
れ
ば
､

｢顧
護
に
こ
そ
あ
り
け
れ
｡
い
か
が
す
べ
か
ら
ん
｣
と
お
は
せ
ら
れ
け
る
を
'

遭
兼

｢
さ
り
と
て
'
と
ま
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
や
う
侍
ら
ず
.
神
璽

･
賛
助
わ
た
り
給
ぬ
る
に
は
｣
と
'
あ
は
た
ど

の

ゝ

さ
は
が
し
申
給
け
る

は
'

(
欝

P
z=r許

貼
鮒
難

響

額

撃

波)

と
い
う
｡

｢神
璽
と
宝
剣
が
東
宮
に
渡
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
｣
と
い
う
の
が
､
花
山
天
皇
を
説
得
す

る
切

札

に

使

わ

れ

て

い

る
｡

r大
鏡
』
で
は
神
璽
宝
剣
を
道
兼
自
身
が
東
宮
の
方
に
渡
し
た
と
続
い
て
ゆ
-
が
､

F扶
桑
略
記
』
等
に
よ
れ
ば
､
道
綱
と
す
る
説
も
広
-

信
じ
ら
れ
て
い
た
｡
花
山
天
皇
脱
尾
の
翌
日
'
道
兼
は
蔵
人
頭
に
'
道
綱
の
方
は
蔵
人
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
は
'
彼
等
に
対
す
る
論
功
行

賞
で
あ
ろ
う
｡
東
宮
の
方
に
神
璽
宝
剣
を
渡
す
役
割
を
演
じ
た
の
は
道
綱
の
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
道
綱
の
功
績
は
大
き
い
と
言
え
る
だ

ろ
う
｡

だ
が
､
花
山
院
脱
尾
後
､
時
姫
腹
の
道
隆

･
道
兼

･
道
長
の
三
兄
弟
は
目
覚
ま
し
い
昇
進
を
す
る
が
､
道
網
自
身
は
目
立
っ
た
昇
叙
や
任

官
は
な
く
'
三
十
六
歳
と
な
っ
た
永
詐
二
年

(九九〇
)

正
月
の
叙
位
で
､
弟

･
道
長
と
共
に
正
三
位
に
昇
る
が
'
父
兼
家
の
生
前
に
は
参
読

に
任
官
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
｡
永
詐
二
年
正
月
の
叙
爵
で
二
十
五
歳
の
弟
は
､
正
三
位
権
中
納
言
で
右
衛
門
菅
を
兼
帯
し
て
い
た
の
に

比
し
､
十

一
歳
年
上
の
兄
は
'
単
な
る
正
三
位
中
将
で
あ
る
｡
位
は
高
い
が
実
質
が
伴
わ
な
い
｡
名
誉
職
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
だ
け
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
｡

道
綱
が
参
議
に
任
用
さ
れ
た
の
は
'
翌
正
暦
二
年

(九九
一)
九
月
七
日
で
あ
っ
た
.
寛
和
二
年
の
年
初
の
官
位
と
'
永
詐
二
年
七
月
二
日

表
Ⅰ
参
照

の
兼
家
莞
去
時
の
官
位
を
他
の
兄
弟
と
比
較
す
る
と
'
道
綱
と
他
の
三
兄
弟
の
落
差
は
大
変
大
き
い
と

言

え

る

｡
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九月 七月 正月 寛和毒(九 十月 十月 十五日 八月 十 九日 七月 六月_ 年初 寛型毎(九十 宇七日 七日 八七) 十 十八日 十五日 十 十七Ej 十 十 辛目 五日 ± 八四日 日 日 日 日 日 六日 日 Z5

享五読 垂直 琴亮 軽重⊂:1 正孟 権中響■:コ 笹壷右中将 辛四読 道隆

従四位上 享a 右中将 従四位下 蔵人 正五位下左少将 蔓議 道柄

辛七読 正a 壁壷権中響｡ 莱作檀守 参読 右中将 従四位下 威人頭 正五位下左少弁 辛六皮 道兼

左葉夫備節権守 讃咲梅守 従四位上 妻a 従四位下 左少将 少壁■:コ 正五位下 蔵人 罪殿 従五位下右兵衛権佐 辛読 道良
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正磨 正寧 十月 永* 永些 永琴 十年末九月 年(九 八月 六月 五月 正月 年(九 七月 四月 育 i 牢(九 正月_ 毎(九 月 十月
九 十 士 九 士 ± 八 十 八 十 十 十

七日 ) 五日 五日 日 ′ヽ日 ノヽ日 七日○) 日 五日 四日 日 九ヽ■ノ九日 八) 七日 日 四日 十日

垂直摂政 辛九読 摂政 関白 享八歳 左大将 内大臣 辛七読 辛六読

正壷参読右中将 参読 芋七読 中宮権大夫 尾蛋権守 垂義 芋六読 辛五読 辛四氏 壁壷 正四位下

垂直内大臣右大拷 内大臣 手歳 右大将 辛歳 垂直 皇大后宮大夫 棒大壁呂 辛九読 宇八歳 琴亮

壁直梅毒｡中宮大夫 権大壁にコ辛六読 中宮大夫 隻面 辛五読 右衛門督 辛四読 檀申壁∩ 主義 笹義

(作
成
に
は

『公
卿
補
任
』

･
F大
鏡
裏
書
』
等
を
参
考
に
し
た
｡
)



従
三
位
右
近
衛
中
将
で
し
か
な
か
っ
た
長
兄

･
道
隆
は
'
足
掛
け
五
年
で
正
二
位
摂
政
内
大
臣
と
し
て
万
機
を
摂
行
し
て
い
る
｡
道
綱
と

同
じ
正
五
位
下
で
あ

っ
た
道
兼
は
'
左
少
弁
か
ら
正
二
位
権
大
納
言
と
な
り
右
近
衛
大
将
を
兼
ね
る
と
い
う
､
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
政
界
で
の

実
力
者
と
な
っ
た
｡
従
五
位
下
右
兵
衛
権
佐
と
い
う
'
道
綱
よ
り
官
位
の
低
か
っ
た
道
長
に
し
て
も
'
先
述

した
如
-
正
三
位
権
中
納
言
と

い
う
'
摂
関
家
の
息
子
達
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
と
要
職
を
占
め
て
い
た
｡

一
方
道
綱
の
方
は
'
正
五
位
下
左
少
将
か
ら
､
非
参
議
の
単
な
る

正
三
位
右
近
衛
中
将
で
し
か
な
か
っ
た
｡
五
年
間
で
位
こ
そ

一
つ
上
で
あ
る
が
､
や
っ
と
長
兄

･
道
隆
と
同
じ
よ
う
な
地
位
に
至

っ
た
だ
け

で
あ
る
｡
時
姫
腹
の
兄
弟
が
目
覚
ま
し
い
昇
叙
､
任
官
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
と
比
較
し
た
場
合
､
道
綱
は
花
山
院
脱
展
事
件
で
の
功
績
も
､

弟

･
道
兼
程
評
価
し
て
も
ら
う
こ
と
も
無
く
､
父
兼
家
か
ら
冷
遇
さ
れ
て
い
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
無
い
待
遇
し
か
受
け
て
い
な
い
｡

摂
猿
の
臣
が
道
隆
に
変
わ
っ
た
後
'
翌
年
の
正
暦
二
年

(九
九
一)
九
月
に
参
議
と
な
る
｡
同
三
年

(九
九
二)
正
月
に
は
備
前
権
守
を
兼
帯
す

る
が
'
長
徳
年
間
に
至
る
ま
で
'
正
三
位
参
議
中
将
の
地
位
に
変
化
は
な
い
｡
道
綱
が
中
納
言
を
経
て
､
大
納
言
に
至
る
と
い
う
喜
び
を
得

る
の
は
'
弟

･
道
長
に
内
覧
宣
旨
が
下

っ
た
後
で
あ
る
｡
従
二
位
権
大
納
言
中
宮
大
夫
で
あ
っ
た
道
長
に
内
覧
宣
旨
が
下

っ
た
の
は
'
長
徳

元
年

(九
九
五)
五
月
十

一
日
で
あ
っ
た
｡

長
徳
元
年
と
い
う
年
は
激
変
の
年
で
あ
り
'
多
-
の
公
卿
が
弟
去
す
る
と
い
う
大
変
な
年
で
あ
っ
た
｡

『
日
本
紀
略
』
に
よ
り
順
を
追

っ

て
乗
じ
た
公
卿
を
み
て
ゆ
く
｡
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三
月

廿
日

四
月
十

一
日

四
月
廿
四
日

五
月

八
日

五
月

八
日

正
二
位
大
納
言
藤
原
朝
臣
朝
光
舞
｡
年
州
五
｡

入
道
関
白
藤
原
朝
臣
道
隆
責
南
院
｡

正
二
位
大
納
言
乗
右
近
衛
大
将
原
朝
臣
済
時
弟
｡
年
五
十
五
｡

左
大
臣
正
二
位
源
朝
臣
重
信
舞
.
年
七
十
四
｡

関
白
右
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
道
乗
舞
｡
年
三
十
五
｡



五
月

八
日

従
二
位
中
納
言
源
朝
臣
保
光
亮
｡
年
七
十
二
｡
或
説
毒

九
日
発

五
月
廿
二
日

正
三

位樺中
納
言
右
衝

門督
源
朝
臣
伊

捗亮｡
年
五
十
八

｡

六
月
十

1
日

樺
大

納言正
三
位
藤
原

朝臣道
頼
責
｡

年廿五｡

こ
れ
を
み
て
ゆ
く
と
'
関
白
二
人

(含
む
右
大
臣
)
､
左
大
臣

､大納
言
三
人
､
中
納
言
二
人
､
計
八
名
に
も
の
ぼ
る
多
く
の
公
卿
が
売
じ

て
い
る
｡
こ
の
状
況
を
山
中
裕
氏
は
､

｢お
も
え
ば
道
長
は
運
の
よ
い
人
で
あ
る
0

(中
略
)
彼
ら
が
健
康
で
公
卿
陣
を
占
め
て
お
れ
ば
､

註
五

こ
の
時
期
に
道
長
が
内
覧
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ

る
｡

｣
と
説
-
0

五
月
八
日
に
関
白
右
大
臣
の
兄
道
兼
が
尭
去
し
た
時
点
で
'
道
長
に
と
っ
て
､
公
卿
座
で
の
上
席
は
前
年
の
正
暦
五
年

(九
九
四
)
八
月
に

内
大
臣
に
至
っ
た
'
二
十
二
歳
の
若
者

･
伊
周
し
か
い
な
か
っ
た
｡
運
が
よ
い
人
と
言
う
べ
き
か
'
自
然
の
帰
結
と
い
う
べ
き
か
､
権
大
納

言
で
あ
っ
た
道
長
に
内
覧
宣
旨
が
下
っ
た
｡
そ
の
後
六
月
十
九
日
に
は
公
卿
の
欠
員
を
埋
め
る
か
な
り
大
掛
り
な
順
送
り
人
事
と
も
言
う
べ

き
除
目
が
行
な
わ
れ
る
｡
左
大
臣
欠
員
の
ま
ま
'
右
大
臣
に
は
内
覧
の
道
長
が
'
大
納
言
に
は
藤
原
田
光
と
藤
原
公
李
が
'
中
納
言
に
は
源

時
中
と
藤
原
懐
忠
と
同
降
家
が
権
官
か
ら
正
へ
と
転
じ
て
い
る
｡
こ
れ
に
よ
り
'
右
大
臣
道
長
以
下
'
内
大
臣
伊
周
､
大
納
言
二
名

(権
官

な
し
)
'
中
納
言
三
名

(権
官
な
し
)
'
参
議
八
名
と
い
う
か
な
り
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
太
政
官
の
陣
容
が
定
ま
っ
た
｡
長
征
六
年
四
月
十

一

日
に
関
白
道
隆
舞
去
の
前
日
に
'
二
十
三
名
も
い
た
参
議
以
上
の
公
卿
が
､
六
月
十
九
日
の
除
目
で
は
十
五
名
に
減
じ
､
新
た
な
補
充
は
行

な
わ
れ
な
か
っ
た
｡
そ
の
後
八
日
に
は
空
席
に
な
っ
て
い
た
権
中
納
言
の
座
に
'
八
名
の
参
議
の
中
か
ら
席
次
で
言
え
ば
四
番
手
に
位
置
し

て
い
た
'
藤
原
実
資
が
抜
擢
さ
れ
'
参
議
の
欠
員
は
蔵
人
頭
で
左
中
井
と
右
兵
衛
膏
を
兼
帯
し
て
い
た
源
俊
男
が
就
任
す
る
｡

長
徳
元
年
の
こ
の
人
事
は
'
四
月
か
ら
五
月
を
中
心
に
､
故
実
に
長
け
た
多
く
の
長
老

･
上
席
の
公
卿
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
'
そ
の

欠
を
補
う
為
の
も
の
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
｡
こ
の
長
徳
元
年
八
月
に
抜
擢
さ
れ
た
藤
原
実
資
と
源
俊
賢
は
故
実
に
明
る
か
っ
た
｡
実

資
は
言
う
ま
で
も
無
く
､
小
野
宮
家
の
故
実
に
明
る
く
'
そ
の
日
記

『小
右
記
』
の
中
に
お
い
て
も
､
儀
式

･
儀
礼
の
誤
謬
を
指
摘
す
る
記
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事
が
多
い
｡

一
方
源
俊
賢
の
方
も
'
故
実
に
明
る
か
っ
た
と
言
え
る
｡
俊
賢
の
父

･
源
高
明
は

『西
宮
記
』
を
残
す
位
の
故
実
に
明
る
い
記

録
魔
的
な
と
こ
ろ
の
あ
る
人
物
で
あ
り
'
俊
貿
自
身
も
永
延
二
年

(九
八八)
か
ら
弁
宮
を
務
め
頭
弁
か
ら
参
議
に
昇
進
す
る
等
'
故
実

･
実

務
に
明
る
か
っ
た
能
吏
で
あ
っ
た
｡
そ
の
上
'
道
長
の
室

･
高
松
殿
明
子
の
兄
で
も
あ
り
'
道
長
に
と
っ
て
は
重
み
の
あ
る
布
石
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
.
概
し
て
長
徳
元
年
の
'
道
長
内
覧
以
降
の
1
連
の
除
目
は
､
順
送
り
人
事
と
言
え
る
と
共
に
'
道
長
は
自
分
の
将
来
の
権
力

基
盤
を
固
め
る
布
石
を
打
ち
な
が
ら
､
実
務
を
重
視
し
た
堅
実
型
の
人
事
を
行
っ
て
い
る
｡

道
長
は
長
徳
元
年
に
'
将
来
の
布
石
を
込
め
た
実
務
型
の
人
材
登
用
を
行
っ
た
後
､
翌
長
徳
二
年

(九九六)
か
ら
三
年

(九九七)
に
か
け
､

道
長
の
権
力
基
盤
を
固
め
る
'
縁
故
を
中
心
と
し
た
人
事
を
行
う
｡
そ
の
一
つ
が
道
綱
の
登
用
で
あ
り
'
中
納
言
源
時
中
の
大
納
言
へ
の
任

用
で
あ
る
｡

道
綱
の
登
用
は
長
征
二
年
四
月
二
十
四
日
に
中
納
言
に
任
命
す
る
所
か
ら
始
ま
る
｡
そ
の
後
七
月
二
十
日
に

一
条
天
皇
の
思
い
と
は
異

な
増

道
長
の
亨

倫
子
の
兄
､
源
時
中
が
大
納
言
に
,
天
皇
が
大
納
言
に
と
思
っ
て
い
た
実
資
は
権
官
か
ら
正
官
に
転
じ
た
の
で
あ
る
.

ま
た
こ
の
時
実
質
の
抜
け
た
権
中
納
言
の
席
に
は
'
兼
家
の
家
司
で
左
右
の
眼
と
言
わ
れ
た
左
大
弁
平
惟
仲
が
昇
進
し
て
い
る
｡
そ
の
後
十

二
月
二
十
九
日
に
は
'
四
十
二
歳
の
道
綱
は
正
三
位
中
納
言
に
し
て
右
大
将
と
い
う
名
誉
に
浴
す
る
｡
こ
れ
は
正
に
'
円
融
天
皇
の
安
和
三

年

(九吉
)

に
､
同
じ
-
正
三
位
中
納
言
で
あ
っ
た
､
当
時
四
十
二
歳
の
兼
家
が
右
大
将
に
任
命
さ
れ
た
の
と
同
じ
待
遇
を
受
け
た
事
に
な

り
'
道
網
の
感
激
も

一
入
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
奇
し
-
も
父
兼
家
と
同
じ
歳
に
､
同
じ
地
位
に
就
い
た
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る

が
'
道
長
の
配
慮
だ
と
す
れ
ば
'
心
憎
い
ば
か
り
の
配
慮
で
あ
る
｡
そ
の
後
長
徳
三
年

(九九七)
に
至
り
'
七
月
五
日
に
大
納
言
藤
原
公
李

が
内
大
臣
に
転
じ
た
後
を
受
け
'
道
綱
が
大
納
言
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
後
は
大
臣
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
､
長
保
二
年

(
岩
0
0
)
四
月
七
日
に
従
二
位
､
同
三
年

(
一
〇〇一)
十
月
十
日
に
は
東
三
条
院
御
賀
に
､
院
司
と
し
て
加
階
さ
れ
'
正
二
位
に
昇
っ
た
0

道
綱
は
大
納
言
に
就
任
し
た
後
は
'
長
徳
三
年
七
月
九
日
に
春
宮
大
夫
と
し
て
'
東
宮

･
居
貞
親
王
の
世
話
係
と
な
る
｡
そ
の
後
長
保
四
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年

(
岩
o
二)
に
按
察
使
を
も
兼
帯
す
る
が
'
寛
弘
四
年

(
一≡
七)
正
月
に
は
東
宮
侍
に
転
じ
引
き
続
き
居
貞
親
王
の
世
話
掛
り
'
相
談
相
手
'

教
育
掛
を
務
め
て
い
る
｡
こ
れ
は
居
貞
親
王
が
即
位
す
る
ま
で
続
-
｡
居
貞
親
王
は
寛
弘
八
年

(
一〇
二
)
年
六
月
十
三
日
に
譲
位
'
受
禅
が

行
な
わ
れ
三
条
天
皇
と
な
る
｡
翌
寛
弘
九
年

(
岩
三
)
二
月
十
四
日
に
は
'
研
子
立
后
に
合
わ
せ
て
中
宮
大
夫
に
任
命
さ
れ
'
亮
去
す
る
ま

註
七

で
研
子
の
世
話
掛
り
を
離
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た

｡

こ
の
よ
う
な
道
綱
の
官
歴
を
な
ぞ
っ
て
み
る
と
'
長
徳
元
年
以
降
'
そ
の
時
々
に
合
わ

せ
て
道
長
の
手
駒
と
し
て
'
上
手
に
道
長
に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡

で
は
こ
の
よ
う
な
道
綱
と
い
う
人
物
は
､
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
｡
次
に
そ
れ
を
検
証
し
て
み
た
い
｡

三
㌧
遣
綱
と
そ
の
世
評

同
時
代
の
人
々
が
道
綱
に
対
し
て
'
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
た
か
を
検
証
す
る
為
に
'
ま
ず

『小
右
記
』
を
見
て
み
た
い
｡
実
質

は

『公
卿
補
任
』
等
に
よ
れ
ば
'
円
融
天
皇
か
ら
花
山
天
皇
そ
し
て
一
条
天
皇
に
至
る
'
三
代
の
天
皇
に
蔵
人
頭
と
し
て
任
え
た
人
物
で
､

道
綱
よ
り
二
歳
若
い
｡
道
綱
は
先
述
し
た
如
-
､
従
三
位
と
な
る
の
は
寛
和
三
年

(九八七)
と
早
い
が
､
実
資
が
参
議
に
列
す
る
の
は
､
道

綱
の
正
暦
二
年

(九九
一)
九
月
よ
り
二
年
早
い
､
永
延
三
年

(九八九)
二
月
の
こ
と
で
あ
る
｡
実
資
の
方
が
先
任
の
参
議
で
あ
る
｡
だ
が
､
道

綱
は
参
議
に
列
し
た
時
既
に
正
三
位
で
あ
っ
た
の
で
､
従
三
位
の
実
資
よ
り
上
席
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
長
徳
元
年

(九
九
五
)
八
月
に

実
資
は
権
中
納
言
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
'
こ
の
時
点
で
は
参
議
の
道
綱
よ
り
席
次
は
上
を
占
め
る
｡
だ
が
翌
年
四
月
に
道
綱
は
正
官
の
中
納

言
に
任
ぜ
ら
れ
'
こ
こ
で
再
び
公
卿
座
の
席
次
が
逆
転
L
t
道
綱
が
実
資
の
上
席
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
こ
れ
以
降
は
こ
の
二
人
の
席

次
が
逆
転
す
る
こ
と
は
な
-
'
常
に
道
綱
が
実
資
の
上
席
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
大
納
言
に
任
官
す
る
の
も
道
綱
は
長
徳
三
年

(九九ャ)
七
月
の
こ
と
で
､
実
資
は
遅
れ
る
こ
と
四
年
､
長
保
三
年

(100
1)
八
月
に
大
納
言
に
任
官
す
る
が
道
綱
の
よ
う
に
正
官
で
は
な
-

表
Ⅱ
参
照

権
官
で
あ

っ
た

｡
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大壁 中壁 参読 蛋直 堅直 正四位下右 道綱

iヨ 四±義 右大将 一:コ 四士義 四十歳 宇七読 辛六歳 辛五読 中将 重読

四十読 中壁亡コ 四十読 権中壁■:コ倹非逮使別当 芋九読左兵衛管 芋五歳 墜症 芋四読 参読 重森 正四位下読人疏 辛歳 莱質

39



七月 治安71=年 十月十 寛仁四年 寛弘六年 良煤五年 十月 八月 七月 良保毒 十月 四月 良@毎 正月 良壁フl=年(至 ′~ヽ至 育 (○○育 (〇g (○○ ′ヽ○○ ′一ヽ九九宇 童 童 宇 士 辛

五日 ) 五日 ○ヽー ′ヽ日 九) ノヽ日 ) 十日 五日 日 ) 日 七日 ○) 七日 九)

′ヽ*義) 六十六読 五十･五歳 四十九読 垂症 秤右大将 四十七読 壁症 四十六読 四十五読

右大臣 六十五読 六十四読 大壁に:コ 五十a 垂直 四十七読 権大壁にコ栄右大将 四十五読 琴豆 四十四読 垂症 四十義
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参
議
に
任
官
す
る
の
も
'
実
資
の
方
が
常
に
先
行
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
そ
の
都
度

1
-
二
年
で
追
い
越
さ
れ
､
実
資
は
辛
い
思
い
を
味

註
八

わ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
-
な

い

｡

逆
の
見
方
を
す
れ
ば
'
従
三
位
中
将
と
は
い
え
'
公
卿
に
列
し
た
の
は
実
資
よ
り
二
年

も
早
い
の
に
､
参
議
や
中
納
言
に
任
官
す
る
の
は
常
に
実
資
の
後
塵
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
道
綱
に
し
て
も
'
実
資
と
同
じ
辛
い
､
不

註
九

遇
の
思
い
を
強
-
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い

｡



官
位
を
二
度
も
超
越
さ
れ
た
恨
み
を
割
引
く
必
要
が
あ
ろ
う
が
､
実
資
の
道
綱
に
対
す
る
批
判
は
大
変
手
厳
し
い
｡
そ
の
一
つ
は
､
道
綱

の
学
識
と
い
う
べ
き
か
'
彼
の
能
力
そ
の
も
の
に
対
す
る
評
価
が
あ
る
｡
そ
れ
は
註
八
の
中
に
も
指
摘
し
た
如
-
､

｢僅
書
名
字
'
不
知

一

二
者
也
｣
(

･
前

端

琵

細
)

と
'
名
前
が
書
け
る
の
み
の
人
物
で
'
後
は
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
い
人
物
だ
と
記
す
｡
又
､

『小
右
記
』

の
寛
仁
三
年
(

一〇
一九)
六
月
十
五
日
の
条
に
は
､

遣
綱
卿
令
申
入
道
殿
云
'

一
家
兄
也
'
此
度
若
不
任
丞
相
何
祉
勝
之
､
只

1
二
(-
月
可
倍
給
､
縦
雄
無
芸
不
可
従
事
'
何
況
有
翼

余
所
恩
者
第

一
大
納
言
年
努
太
多
､
折
陳
可
然
'
但

一
文
不
通
之
人
来
任
丞
相
之
故
'
世
以
不
許
'

｢
一
文
不
通
の
人
｣
と
無
学
文
盲
で
あ
る
と
記
す
｡
長
征
三
年
の
方
は
'
道
綱
を
特
別
抜
き
出
し
て
'
先
任
の
中
納
言

(懐
忠
や
実
資
)
杏

差
し
置
き
'
大
納
言
に
任
じ
た
不
当
を
述
べ
た
後
に
記
す
｡
即
ち
実
資
が
超
任
さ
れ
､
そ
の
無
念
さ
も
加
わ
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

1
万
寛
仁
三
年
の
方
は
､
時
の
左
大
臣
顕
光
の
辞
任
の
う
わ
さ
が
立
ち
'
後
任
の
大
臣
を
誰
れ
に
.し
よ
う
か
と
'
皆
が
騒
い
で
い
た
時
の
事

証
十

で
あ

る

.

下
馬
評
の
中
に
は
実
資
の
名
も
挙
っ
て
い
た
｡
道
綱
は
道
長
に
'
兼
家
の
1
族
の
長
兄
で
あ
る
自
分
に
'

1
二
ケ
月
で
よ
い
か
ら

大
臣
を
倍
し
て
欲
し
い
と
懇
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
実
資
は
一
応

｢余
の
恩
ふ
所
は
､
第

一
の
大
納
言

(道
綱
)
の
年
労
太

だ
多
L
t
陳
る
所
は
然
る
べ
し
｣
と
道
綱
の
言
う
こ
と
に
賛
意
を
示
す
も
の
の
'
返
す
刀
で
道
綱
の
浅
学
非
才
振
り
を
指
摘
し
'
大
臣
の
器

で
は
無
い
と
記
す
｡

実
資
は
ま
た
道
綱
の
能
力
を
直
接
剥
き
出
し
で
､

｢
一
二
を
知
ら
ず
｣
と
か

｢
一
文
不
通
の
人
｣
と
か
評
す
る
程
で
は
な
い
が
､
道
綱
に

対
し
て

｢戸
位
｣

｢素
餐
｣
の
人
物
で
あ
る
と
記
す
｡
そ
の
1
つ
は

『小
右
記
』
の
長
和
二
年

(
10
1三)
二
月
三
日
の
記
事
に
'

｢犬
産
の

稜
と
称
し
｣
公
役
を
勤
め
な
い
道
綱
に
対
し
'

分
配
上
中
宮
大
夫
披
申
磯
､
の
次
第
申
廻
者
'
栴
犬
産
磁
'
抑
長
秋
不
勤
公
役
'
既
烏
例
事
､
素
漁
P
位
若
是
謂
軟
t

と
'
長
い
年
月
公
役
を
勤
め
ず
'
そ
れ
が
恒
例
化
し
て
い
る
と
L
t
徒
に
そ
の
地
位
に
つ
い
て
い
る
だ
け
で
何
も
し
な
い
代
表
的
な
例
だ
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と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
t

F小
右
記
』
の
寛
仁
元
年

(
lo
宅
)
八
月
十
四
日
の
記
事
で
は
､
後

1
条
天
皇
の
1
代

1
度
仁
王
会
の
検

校
に
実
資
が
内
定
し
た
と
宰
相
資
平
が
語
っ
た
時
'

前
摘
政
披
候
内
御
宿
所
'
召
大
外
記
文
義
'
披
勘

一
代

一
皮
仁
王
合
例
､
其
検
校
内
議
在
僕
者
'
上
腐
中
宮
大
夫
道
綱
'
而
不
可
披
定

充
'
傍
人
難
堪
'
己
備
員
数
､
世
栴
素
漁
耳
t

と
､
道
綱
に
対
し
て
世
間
で
は
素
浪

･
徒
に
禄
を
食
ん
で
い
る
だ
け
の
人
物
だ
と
称
し
て
い
る
と
記
す
｡
八
月
十
五
日
の
記
事
を
見
る
と
､

1
代

1
度
の
仁
王
会
は
上
痛
の
大
納
言
で
あ
る
道
綱
が
務
め
る
べ
き
所
で
あ
っ
た
｡
だ
か
何
の
か
の
と
磯
を
言
っ
て
務
め
な
か
っ
た
の
で
あ

る
｡
道
綱
に
と
っ
て
は
1
代

一
皮
の
仁
王
会
の
検
校
な
ど
は
'
任
が
重
す
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
0
ま
し
て
後

1
条
天
皇
は
道
長
の
孫
に
あ
た
り
'

迫
漏
が
あ
っ
て
は
大
変
で
あ
る
｡
ま
っ
た
-
自
信
が
無
い
か
ら
'
理
由
を
何
か
-
っ
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
｡
突
資
が
P
位
素
餐
で
あ
る
と
､

道
綱
の
こ
と
を
評
価
す
る
の
も
'
十
分
う
な
ず
け
る
｡

道
綱
は
公
事
に
お
い
て
実
際
'
失
儀

･
失
態
が
多
か
っ
た
｡
例
え
ば
'
長
保
元
年

(九九れ)
七
月
九
日
に
東
宮
行
啓
が
あ
り
､
春
宮
大
夫

道
綱
等
が
屈
従
す
る
が
､
右
大
将
で
も
あ
る
道
綱
は
弓
箭
を
帯
び
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
.
近
衛
の
大
将
は
武
官
で
あ
る
の
で
当
然
弓
箭

を
帯
び
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
､
人
々
の
噸
笑
を
買
っ
て
い
る
｡
あ
る
い
は
寛
弘
九
年

(
10
1二)
四
月
十

1
日
の
除
目
で
は
上
卿
を

命
ぜ
ら
れ
た
が
'
道
綱
は
中
宮
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
降

(同
年
二
月
十
四
日
)
､
未
だ
に
公
事
を
行
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り
'

失
態
を
演
じ
て
い
る
｡
あ
る
い
は
寛
仁
二
年

(
岩
一八)
六
月
二
十

一
日
は
､
神
今
食
で
顧
務
で
あ
っ
た
の
に
､
道
綱
は
束
帯
姿
で
参
入
し
､

諸
卿
や
も
っ
と
身
分
の
低
い
人
々
に
噸
笑
さ
れ
た
こ
と
等
が

『小
右
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
何
も

『小
右
記
』
に
限
っ
た
事
で
は

な

い
｡
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寛
弘

八
年

(
岩
〓
)
正
月
十
四
日
の
御
斎
会
の
責
で

東
宮
侍
乍
取
第
拝
'
欝

榔
帽
隼

酢

縦
髄
鞘
'K
H

j<+(､此
拝
僻
怠
之
由
､
余
興
藤
納
言
相
驚
､

(
鮎

評

語

如
い
)



東
宮
侍
道
綱
は
第
を
と
っ
て
拝
を
し
て
い
る
.
隆
家
以
下
､
行
成
や
頼
通
'
有
国
等
と
い
っ
た
公
卿
は
第
を
取
ら
ず
に
拝
を
行
な
っ
て
い

る
｡
こ
の
時
第
を
取
っ
て
拝
礼
を
し
た
の
は
も
う

1
人
い
た
.
右
大
臣
顕
光
で
あ
る
.
前
後
に
で
も
列
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
､
右
大
臣
と

大
納
言
が
間
違
っ
た
｡
隆
家
以
下
の
中
納
言

･
参
議
は
故
実
に
従
っ
た
｡
慣
例
に
従
っ
た
隆
家
と
行
成
が
'
驚
い
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
道
綱
の
姿
を
見
る
と
'
実
資
が
戸
位
素
餐
と
道
綱
を
評
し
た
の
も
'
強
ち
実
資
の
道
綱
に
対
す
る
意
地
の
悪
い
評
価
と
は
言

え
な
い
｡
道
綱
は
兼
家
の
子
孫
の
中
で
長
徳
元
年
の
悪
疫
に
生
き
残
っ
た

一
族
の
兄

･
長
老
と
し
て
､
道
長
か
ら
手
厚
-
過
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
｡
ま
た

一
万
㌧
後
世
の
説
話
の
中
に
語
ら
れ
る
道
綱
像
も
'
あ
ま
り
よ
い
印
象
は
持
て
な
い
話
ば
か
り
で
あ
る
｡

そ
の
l
つ
は
酒
席
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
｡

1
懐
院
衡
時
｡
喚
二
諸
卿
於
御
前
渡
殿
東
第

1
間
.｡
立
二地
火
櫨
於
清
涼
殿
東
廟
庖
丁
.
欄
鰐

筒
弼
㌢
諾

届

先
供
二
御
膳
..
次
給
二
衝

重
】｡
上
達
部
盃
酒
敷
巡
｡
殊
召
二堪
能
之
侍
臣
】｡
以
二大
乳
境
一賜
レ
酒
云
㌔

其
後
奏
二管
絃
l｡
大
納
言
道
綱
進
出
舞
之
聞
落
レ
冠
｡
衆

人
解
慮

､
右
府
莞

有
二噸
詞
一云
㌔

仇
道
綱
卿
放
コ言
右
府
一云
㌔

撃

之
者
或
弾
指
｡
或
嘆
息
云
㌔

其
詞
云
.
何
要

石
ゾ
｡
妻
ヲ
バ
人

(#
!&)

ニ
ク
ナ
カ
レ
テ
ト
云
々
｡
道
綱
密
コ
通
右
府
北
方

一云
㌔

是
則

三

位

中

将
母
也
｡
人
々
欺
息
｡
道
綱
所
吐
｡
不
レ
異
二禽
獣
l者
也
云
㌔

(
短

露

汁
輔
虻

虻
畑
紙
唱
｣
)

一
条
天
皇
の
御
代
'
宮
中
の
宴
席
に
お
い
て
'
し
た
た
か
に
酔
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
道
綱
が
舞
を
舞
い
､
そ
の
時

に
冠
を

落
と
す
と
い
う

失
態
を
演
じ
た
｡
そ
れ
を
見
て
人
々
は
大
笑
い
し
た
.
右
大
臣
顕
光
は
噸
け
り
の
こ
と
ば
を
投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
､
道
綱
が
そ
れ
に
答
え
て

暴
言
を
吐
い
た
の
で
あ
る
O
人
々
は
そ
の
暴
言
を
聞
き
､
道
綱
を
非
難
し
､
あ
る
い
は
嘆
息
し
た
i
Jあ
る
｡
道
綱
の
言
っ
た
こ
と
は
､

｢妻

ヲ
バ
人
ニ
ク
ナ
カ
レ

(妻
を
人
に
寝
取
ら
れ
た
-
せ
に
)｣
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
｡
道
綱
と
密
通
し
た
右
大
臣
の
北
方
と
は
､
三
位
中
将

･

兼
経
の
母
で
あ
っ
た
と

『古
事
談
』
は
記
す
｡
こ
の
話
は

『続
古
事
談
』
の
中
に
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
記
さ
れ
て
い
る
｡

『古
事
談
』
と

『続
古
事
談
』
の
違
い
は
'

『古
事
談
』
の
方
が
朗
光
の
北
方
に
言
及
し
､
道
綱
と
顕
光
の
北
方
に
誕
生
し
た
の
が
三
位
中
将
で
あ
る
と
明
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記
し
た
が
'

『続
古
事
談
』
で
は
こ
の
点
に
ふ
れ
て
い
な
い
｡

『続
古
事
談
』
で
は
'
暴
言
を
吐
い
た
後
､

サ
テ
中
宮
ノ
御
方
ニ
ワ
タ
リ
給
テ
'
御
遊
ア
リ
ケ
リ
｡
主
上
笛
フ
キ
給
ケ
リ
｡
遺
綱
卿
ナ
デ
シ
コ
オ
リ
テ
'
御
カ
ザ
シ
ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
｡

其
後
宮
ヨ
リ
御
ヲ
ク
リ
物
'
人
々
ノ
禄
ナ
ド
ア
-
ケ
リ
.

(
順
配

紀
だ

軍

本

文)

中
宮
の
方
に
渡
り
､
そ
の
折
に
道
綱
は

｢
ナ
デ
シ
コ
｣
を
挿
頭
に
し
､
風
流
な
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
｡
た
だ
し
道
綱
の
吐
い
た
暴
言
に
対

し
て
は

｢
聞
入
ハ
ヂ
ヲ
シ
ラ
ズ
､
り
タ
テ
キ
事
也
ト
ゾ
云
ヒ
ケ
ル
｣
と
'
眉
を
ひ
そ
め
て
い
る
｡

江
十
1

三
位
中
将

･
兼
綱
の
母
と
は
'
左
大
臣
源
雅
信
女
で
'
藤
原
道
長
の
北
方
倫
子
の
同
腹
の
妹
で
あ

る
｡

兼

経
の
母
の
件
は
､
ほ
ぼ
全
員
周

知
の
事
実
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
を
宮
中
の
宴
席
で
公
言
し
て
侍
ら
な
い
道
綱
の
配
慮
を
欠
-
行
為
は
､
出
席
者
の
指
禅
を
受
け
て
当
然
で
あ
る
｡

あ
る
い
は
ま
た
'
次
の
様
な
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡

後

一
憶
院
オ
サ
ナ
ク
オ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
時
'
侍
大
納
言
参
テ
御
前
二
俣
テ
､
金
百
両
ナ
ゲ
チ
ラ
シ
タ
ル
ヤ
御
男
ジ
タ
ル
'
イ
ミ
ジ
ク

興
ア
ル
物
也
卜
申
サ
レ
ケ
レ
バ
､
イ
マ
グ
-
ズ
､
イ
カ
ナ
ル
ゾ
ト
披
レ
仰
ケ
レ
バ
､
大
納
言
､
マ
コ
ト
ニ
オ
モ
シ
ロ
キ
物
ナ
リ
'
御
覧

ズ
ベ
シ
ト
テ
ヲ
ノ
コ
ド
モ
メ
シ
テ
､
オ
サ
メ
殿
ノ
砂
金
百
両
タ
テ
マ
ツ
レ
ト
ア
リ
ケ
レ
バ
､
蔵
人
ト
リ
テ
参
タ
ル
ヲ
ヒ
キ
ア
ケ
テ
､
御

前
ニ
ナ
ゲ
チ
ラ
サ
レ
タ
ル
ヲ
御
ラ
ン
ジ
テ
､
イ
ヅ
レ
モ
オ
モ
シ
ロ
キ
ト
披
レ仰
ケ
レ
バ
､
大
納
言
､
サ
ラ
パ
ス
テ
候
ナ
ン
ト
テ
ヒ
キ
ッ

ッ
,､､
テ
'
フ
ト
コ
ロ
ニ
入
テ
ィ
デ
ラ
レ
ニ
ケ
ル
ト
ゾ
.

(
1r諾

謂

計
増
)

と
､
幼
主
後

一
条
天
皇
を
欺
き
､
砂
金
を
掠
め
取
っ
た
道
綱
が
措
か
れ
て
い
る
｡
同
じ
こ
と
が

『玉
葉
』
の
承
安
三
年
三
月
士

ハ
日
の
条

に
'

関
白
基
房
の
語
っ
た
話
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
中
で
は
道
綱
の
逸
話
を
語
っ
た
最
後
に

｢時
人
意
之
云
々
者
｣
と
記
す
｡
後

一
条
天

皇
を
欺
き
煽
し
､
砂
金
を
入
手
す
る
等
と
い
う
こ
の
話
も
広
-
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
当
時
の
日
記
'
説
話
集
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
-
る
道
綱
は
､
決
し
て
好
感
の
持
て
る
人
物
で
は
な
い
｡
道
綱
は
故
実
に

疎
-
'
ま
た
学
問

･
学
識
が
無
く
､
公
事
で
は
失
態

･
失
儀
の
多
い
人
物
で
'
家
柄
だ
け
で
大
納
言
に
ま
で
取
り
立
て
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
｡
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そ
の
発
言
は
あ
ま
り
に
も
不
適
切
で
あ
る
｡
場
所
柄
も
わ
き
ま
え
ず
'
聞
-
人
が
顔
を
背
け
た
く
な
る
よ
う
な
話

･
暴
言
を
は
く
'
か
な
り

無
神
経
な
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
｡
こ
れ
等
は
た
だ
単
に
'
道
長
と
い
う
執
柄
の
､
兄
と
い
う
だ
け
で
､
そ
の
権
威
を
嵩
に
き
て
い
る
よ
う

な
人
物
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
一
方
で
貴
欲
な
ま
で
に
権
勢
欲
や
､
物
欲
を
示
し
て
も
い
る
｡
で
は

『栄
花
物
語
』
で
は
ど
の
よ
う
か
｡
次
に
そ

れ
を
検
討
し
た
い
O

四
㌧

『
栄
花
物
語
』
の
道
綱

先
述
し
た
如
く

『栄
花
物
語
』
に
は
八
巻
に
亘
り
'
そ
の
九
ヶ
所
に
道
綱
関
連
の
叙
述
が
あ
る
0
こ
れ
を
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
に
分
校

で
き
る
｡

そ
の
一
つ
は
'
道
綱
の
官
位
昇
進

も
う

一
つ
は
'
道
綱
の
結
婚

以
上
の
二
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

『栄
花
物
語
し
の
巻
第
四
ま
で
の
二
ヶ
所
で
は
道
綱
の
官
位
昇
進
に
つ
い
て
叙

述
さ
れ
て
い
る
｡
巻
第
七
以
降
は
'
道
綱
と
倫
子
の
妹
と
の
結
婚
に
関
連
す
る
叙
述
と
'
道
綱
と
頼
光
女
と
の
結
婚
に
関
し
た
も
の
に
大
別

さ
れ
る
｡
ま
ず
最
初
に

｢道
綱
の
官
位
昇
進
｣
に
つ
い
て
そ
の
叙
述
内
容
を
見
て
み
た
い
｡

二
条
院
を
ば
法
興
院
と
い
ふ
に
'
こ
の
御
忌
の
程
'
多
-
の
仏
造
り
出
奉
り
て
'
寝
殿
に
お
は
し
ま
さ
せ
給
て
､
八
月
十
余
日
御
法

事
や
が
て
そ
こ
に
て
せ
さ
せ
給
ふ
｡
そ
の
程
の
事
恩
ひ
や
る
べ
し
｡
こ
の
春
の
大
饗
の
折
の
､
東
の
対
の
端
の
紅
梅
の
え
ん
の
盛
な
り

L
も
､
こ
の
頃
は
木
繁
く
て
見
所
な
し
｡
御
調
経
､
内

･
東
宮
よ
り
は
じ
め
て
皆
せ
さ
せ
給
へ
り
｡
か
の
よ
ろ
づ
の
兄
君
'
た
だ
今
三

位

鵬

朋

と

聞
ゆ
.
宰
相
に
だ
に
な
し
き
こ
え
給
は
ず
な
り
ぬ
る
を
､
心
憂
-
お
ぼ
す
べ
し
･

(
莞

F謂

謂

誰

A
J･

E(S
lW

)

こ
の
部
分
は
兼
家
が
勇
じ
た
後
､
法
興
院
で
故
兼
家
の
法
事
が
行
な
わ
れ
た
.
そ
の
折
へ
父
兼
家
の
道
綱

に

対

す

る

処

遇

に

つ
い

て

述

べ

た

45



部
分
で
あ
る
｡
そ
こ
で
は
道
綱
を
宰
相
に
さ
え
せ
ず
'
三
位
中
将
の
ま
ま
留
め
て
い
た
､
兼
家
の
処
遇
に
対
し
て
､
道
綱
が

｢心
憂
く
｣
な

さ
け
な
く
思
っ
て
い
た
と
記
す
｡

巻
第
四

｢
み
は
て
ぬ
ゆ
め
｣
の
記
事
は
'
正
暦
二
年

(九九
一)
九
月
七
日
の
除
目
の
結
果
に
対
す
る
作
者
の
評
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
即
ち
'

〔道
隆
〕

〔道
綱
〕

〔道
兼
】

【道
兼
〕

摂

政

殿

よ

ろ
づ
の
兄
君
は
'
宰

相

に

て
お
は
す
｡
栗

田

殿

は

内
大
臣
に
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
｡
中
宮
の

大

夫

は

大
納
言
に
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
｡

道
頼

伊
周

大
千
代

君

は

中
納
言
に
な
り
給
ひ
ぬ
｡
小
千
代

君

は

三
位
中
将
に
て
お
は
し
つ
る
も
'
中
納
言
に
な
り
給
ひ
ぬ
｡
い
つ
も
た
だ
さ
る
べ

き
人
の
み
こ
そ
は
な
り
上
り
給
ふ
め
れ
O

(
訂

讐

地
相
が
T
s
R(,-!
〕
)

道
隆
が
摂
政
と
し
て
'

一
族
並
び
に
自
分
の
子
供
達
を
'
ど
の
よ
う
に
処
遇
し
た
の
か
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡
道
隆

の

同

腹

の

弟

達

は

'

内
大
臣
と
大
納
言
に
昇
進
す
る
｡
ま
た
そ
の
子
息
は
そ
れ
ぞ
れ
中
納
言
に
昇
進
す
る
｡
道
綱
は
参
議
に
昇
進
し
た
と
記
す
｡

｢道
綱
の
官
位

昇
進
｣
に
関
す
る
記
述
は
こ
の
二
ヶ
所
で
あ
る
｡

こ
の
宮
位
昇
進
に
関
す
る
叙
述
の
特
色
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
｡
道
綱
は
父

･
兼
家
か
ら
疎
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
｡
父
か
ら
受
け
た

処
遇
は
惨
め
な
も
の
で
あ
っ
た
｡
道
隆
が
摂
政
と
な
っ
た
時
､

一
族
の
長
兄
と
し
て
の
処
遇
は
参
議
で
あ
っ
た
｡
他
の
兄
弟
は
内
大
臣
と
大

納
言
に
昇
進
し
た
｡
道
綱
の
子
息
達
も
中
納
言
に
昇
進
し
た
｡
道
綱
を

一
族
の
長
兄
と
し
て
'
彼
の
地
位
を
最
初
に
記
し
'
弟
や
甥
達
は
全

て
長
兄
道
綱
よ
り
は
ず
っ
と
高
い
地
位
に
い
る
と
記
す
｡
作
者
は
道
綱
の
処
遇
の
悪
さ
を
記
す
こ
と
に
よ
り
'
言
外
に
道
綱
に
同
情
を
示
し

て
い
る
｡
以
上
が
'
道
長
が
内
覧
の
宣
旨
を
受
け
る
以
前
の
道
綱
像
で
あ
る
｡

｢道
綱
の
結
婚
｣
､
北
方
と
の
関
係
記
事
は

『栄
花
物
語
』
の
巻
第
七

｢と
り
べ
野
｣
以
降
と
な
る
｡
正
暦
二
年

(九
九
一)
の
参
議
任
官

か
ら
'
長
保
二
年

(
一〇
〇
〇
)
に
至
る
間
の
道
綱
に
対
す
る
叙
述
は
無
い
｡
道
綱
が
叙
述
内
容
の
中
心
を
占
め
る
の
は
'
既
に
大
納
言
右
大
将

の
地
位
に
就
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
記
事
は
始
ま
る
｡
こ
の
道
綱
関
連
の

『栄
花
物
語
』
中
の
叙
述
の
圧
巻
は
何
と
い
っ
て
も
'
兼
経
の

誕
生
と
そ
の
母
の
逝
去
の
場
面
で
あ
る
｡
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〔倫
子
】

殿

の
上

の
御
は
ら
か
ら
の
中
の
御
方
に
､
道
綱
大
将
こ
そ
は
住
み
奉
り
給
ふ
に
､
去
年
よ
り
た
だ
に
も
あ
ら
ず
お
は
し
け
れ
ば
'
こ
の

頃
さ
べ
き
程
に
当
り
給
へ
り
け
る
を
'

一
条
殿
は
凶
し
か
る
べ
L
t
は
か
に
渡
ら
せ
給
ふ
べ
う
陰
陽
師
の
申
し
け
れ
ば
'
書
方
と
て
'

兼
経

中
川
に
某
阿
閣
梨
と
い
ふ
人
の
車
宿
り
に
渡
ら
せ
給
て
'
生
れ
給
ひ
に
た
り
｡
を
の
こ
ご

に

て
物
し
給
へ
ば
､
嬉
し
う
お
ぼ
す
程
に
､

〔種
子
〕

〔道
良
〕

や
が
て
後
の
御
事
な
く
て
う
せ
給
ひ
ぬ
｡
大

上

残

り
少
さ
に
､
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
入
り
た
り
｡
殿

も

､

あ
は
れ
に
心
苦
し
き
こ
と
に
お

【倫
子
】

ぼ
し
歎
か
せ
給
ふ
な
か
に
も
'
上

の
御

は
ら
か
ら
の
男
に
て
あ
ま
た
お
は
す
る
も
'
疎
く
の
み
ぞ
'
こ
れ
は
一
つ
御
は
ら
か
ら
に
て
､

道
綱

〔道
長
〕
〔倫
子
〕

よ
ろ
づ
を
は
ぐ
く
み
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
｡
又
､
こ
の
大

将

殿

の
御
事
を
も
'
殿

･
上

も

ろ
心
に
急
が
せ
給
ひ
し
に
'
あ
へ
な
く
心
憂

〔道
綱
〕

〔中
の
君
〕

き
事
に
お
ぼ
し
歎
か
せ
給
ふ
｡
大

将

殿

も

大
方
の
あ
は
れ
は
さ
る
も
の
に
て
'
御
仲
ら
ひ
な
ど
の
い
と
め
で
た
う
､
こ

の
北

の
方
の
御

〔通
解
〕

〔兼
経
〕

ゆ
か
り
に
世
の
覚
え
も
こ
よ
な
か
り
つ
る
に
､
さ
ま
ざ
ま
に
恩
ほ
し
歎
-
も
こ
と
わ
り
に
見
え
た
り
｡
大

将

殿

は

こ

の
児

君
を
つ
と
抱

き
て
､
か
の
代
り
と
お
ぼ
し
扱
ふ
に
も
'
や
が
て
そ
の
御
罪
の
御
こ
と
お
ぼ
す
に
ぞ
'

｢
わ
が
罪
の
深
さ
な
め
り
｡
か
か
る
御
こ
と
ど

も
に
'
い
か
で
逃
れ
て
'
ひ
た
み
ち
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
奉
ら
ん
と
恩
ふ
も
の
を
｣
と
お
ぼ
し
惑
う
｡
さ
て
と
か
く
な
し
奉
り
て
､
御

忌
の
程
も
'
あ
は
れ
に
恩
は
さ
る
る
こ
の
君
の
御
扱
ひ
に
ぞ
'
お
ぼ
し
紛
る
る
事
も
あ
べ
か
め
る
｡
御
乳
母
､
我
も
我
も
と
望
む
人
あ

(中
の
君
〕

ま
た
あ
れ
ど
'
弁
の
君
と
て
膿
し
か
ら
ぬ
'
故

上

な

ど
も
や
ん
ご
と
な
き
物
に
て
い
み
じ
う
お
ぼ
し
た
り
し
か
ば
'
そ
の
御
心
の
忘
れ

〔弁
の
君
〕

離
さ
に
'

｢若
し
平
か
に
て
あ
ら
ば
､
必
ず

こ

れ

を

い
ひ
つ
け
に
も
｣
な
ど
の
給
は
せ
し
御
か
ね
ご
と
ど
も
い
と
忘
れ
難
く
て
､
や
が

て

輔

QQ
Wh

よ
ろ
づ
に
知
り
扱
ひ
き
こ
ゆ
れ
ば
､
翫

"Q
r

お
ぼ
す
さ
ま
に
お
ぼ
さ
れ
た
り
.

(ヒ
詰

箭

P
IT
議

)

こ
の
道
綱
の
北
方

･
兼
経
の
母
は
､
倫
子
の
同
腹
の
妹
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の

｢中
の
御
方
｣
は
兼
経
を
生
ん
だ
後
'
後
産
の
事
が

な
く
死
亡
す
る
｡
倫
子
の
母

･
穆
子
や
道
長
は
大
変
に
嘆
き
悲
し
ん
だ
｡

｢中
の
御
方
｣
と
道
綱
の
結
婚
を
強
力
に
推
進
し
た
の
は
道
長
と

倫
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
道
綱
の
社
会
的
名
声
が
高
い
の
は
､
こ
の

｢中
の
御
方
｣
と
の
縁
故
で
あ
る
と
作
者
は
記
す
｡
兼
経
の
乳
母

決
定
は

｢中
の
御
方
｣
の
意
向
も
あ
り
'
弁
の
君
に
な
っ
た
が
'
そ
の
決
定
に
対
し
て
倫
子
は
異
存
が
な
か
っ
た
｡
大
略
は
以
上
で
あ
る
｡
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こ
の
記
事
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
'
道
綱
と

｢中
の
御
方
｣
の
結
婚
を
推
進
さ
せ
た
の
は
'
他
で
も
な
い
､
道
長
と
倫
子
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
.
先
述
し
た

芸

事
談
J
の
記
事
を
照
し
合
わ
せ
る
と
､
こ
の

｢中
の
御
方
｣
の
許
に
臥
,
右
大
臣
顕
光
が
通
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
.
道
綱
は
右
大
臣
田
光
を
罵
倒
す
る
の
に

｢妻
ヲ
バ
人
ニ
ク
ナ
カ
レ
テ
｣
と
叫
ぶ
｡
そ
れ
を
聞
い
た
人
々
は
'
指
弾
し

た
り
嘆
息
し
た
り
と
あ
る
｡
道
網
の
吐
い
た
暴
言
は
､
道
長
の
戒
を
借
り
た
発
言
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

F栄
花
物
語
｣
の
中
で
は
'
道
綱

と
結
婚
す
る
前
は

｢中
の
御
方
｣
の
許
に
右
大
臣
顕
光
が
通
っ
七

い
た
点
は
何
等
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
｡
道
綱
は
'
長
徳
四
年
八
月
に
妻
を

註
十
二

亡
し
て
い
る
｡
中
の
君
と
の
結
婚
が
そ
の
後
の
こ
と
と
す
れ
ば
､
結
婚
生
活
は
一
年
に
も
満
た
な
い
も
の
に
な

る

｡

顕

光
が
北
方

･
盛
子
内

親
王
を
な
く
し
た
の
は
長
徳
四
年
七
月
二
十
日
で
そ
の
亮
奏
は
十
月
十
日
で
あ
っ
た
.
顕
光
は
長
保
元
年
に
は
元
子
の
異
常
出
産
に
続
い
た

夫
人
の
死
去
か
ら
立
ち
直
っ
て
'
元
気
を
と
り
も
ど
し
た
か
に
み
え
'
勤
勉
に
出
仕
し
て
政
務
を
処
理
し
て
い
る
｡
長
保
二
年
に
は
勤
務
も

や
や
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
'
彰
子
の
入
内
'
元
子
の
病
気
'
や
も
め
暮
ら
し
の
寂
し
さ
な
ど
が
相
当
こ
た
え
た
と
み
え
る
と
'

註
十
三

長
徳
四
年

(九九八)
か
ら
長
保
二
年

(
10
0
0
)
に
か
け
て
の
顕
光
の
状
態
を
'
角
田
文
衛
氏
は
説

-

.

顕
光
が
長
徳
四
年
七
月
に
妻
を
亡
-

し
て
い
た
と
す
れ
ば
'

『古
事
談
』
の
語
る
内
容
は
真
実
味
を
帯
び
て
-
る
｡
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
'

｢中
の
御
方
｣
の
結
婚
は
､
道
長

が
自
分
の
政
権
を
固
め
る
為
に
使
っ
た
｡
ま
ず
顕
光
と
の
結
婚
を
許
し
'
そ
の
後
道
綱
と
の
結
婚
を
許
す
と
い
う
'
ま
さ
に

｢中
の
御
方
｣

は
道
長
に
と
っ
て
政
略
の
道
具
で
し
か
な
か
っ
た
｡
こ
の
こ
と
は
'

｢栄
花
物
語
』
に
は
ま
っ
た
-
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
｡
無
視
さ
れ
て
い

る
｡も

う

一
つ
注
目
さ
れ
る
記
述
が
あ
る
｡
そ
れ
は
､
は
っ
き
り
と
道
綱
の
名
声
が
上
っ
た
の
は

｢
こ
の
北
の
方
の
御
ゆ
か
り
｣
と
記
し
て
い

る
点
で
あ
る
.
道
長
は

｢中
の
御
方
｣
と
顕
光
の
結
婚
を

1
且
は
許
し
た
も
の
の
'
途
中
で
強
引
に
取
り
消
し
'
道
綱
を
通
わ
せ
た
の
で
あ

ろ
う
｡
道
綱
が
大
納
言
に
至
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
-
道
長
の
強
い
推
挙
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
｡
彼
の
能
力
だ
け
で
は
公
卿
に
至

る
の
は
無
理
で
あ
っ
た
ろ
う
｡

『小
右
記
』
の
記
事
は
そ
れ
を
別
の
面
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
｡
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註
十
四

道
綱
は

｢中
の
御
方
｣
を
な
-
し
た
後
は
'
源
頼
光
の
女
と
結
婚
す
る
｡
そ
れ
は
寛
弘
元
年

(
一〇〇四)
頃
だ
と
瀧
谷
寿
氏
は
指
摘
す

る
｡

道
綱
が
頼
光
女
の
許
に
住
ん
で
い
た
点
は
'

『栄
花
物
語
』
巻
第
十
二

｢た
ま
の
む
ら
ぎ
-
｣
と
巻
第
十
六

｢も
と
の
し
づ
-
｣
の
二
ヶ
所

に
記
さ
れ
る
｡
巻
第
十
二

｢た
ま
の
む
ら
ぎ
-
｣
で
は
'
穆
子
の
入
滅
に
関
連
し
て
'
道
綱
に
つ
い
て
記
す
｡

【種
子
〕

(倫
子
〕

か
か
る
程
に
､

一
条
殿
の
尼

上

'

日
来
御
心
地
の
例
な
ら
ず
お
ぼ
さ
る
れ
ば
､
殿

の
上

渡
ら
せ
給
て
見
事
ら
せ
給
ふ
に
'

(中
略
)

兼

経

雅
通

権

少

将
･
丹

波

の
中
将
な
ど
御
前
去
ら
ず
､
い
さ
さ
か
も
立
ち
離
る
れ
ば

｢
い
づ
ら
-

と
求
め
さ
せ
給
ふ
御
心
ざ
し
の
い
み
じ
き
｣

【倫
子
〕

〔過
納
)

と
'
上

も

い

と
'
心
苦
し
く
覚
え
さ
せ
給
ふ
｡

(中
略
)
博

殿

も

常
に
参
り
給
ひ
つ
つ
'
明
暮
候
は
ぬ
よ
し
を
ぞ
歎
か
せ
給
ふ
｡

(
｡訂

lJ
.aS
鮭

.v
T
｡(n
y

l
I)

【道
長
〕

遂
に
空
し
く
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
'
扱
ひ
き
こ
え
給
つ
る
か
ひ
な
-
'
悲
し
う
お
ぼ
し
惑
は
せ
給
ふ
｡

(
中

略

)

殿

の

御

前

も
'

｢あ
は
れ
に
古
体
な
り
つ
る
御
心
こ
を
恋
し
か
ぺ
け
れ
｣
な
ど
'
う
ち
泣
か
せ
給
ふ
｡

｢夏
冬
の
衣
が
へ
の
折
の
御
心
ざ
し
の
程
'
ま

づ
思
ひ
出
で
ら
れ
ん
と
す
ら
ん
｣
と
て
t
L
は
た
れ
さ
せ
給
ふ
｡
そ
れ
は
昔
よ
り
今
に
'
御
衣
が
へ
の
折
の
夜
昼
の
御
装
束
二
-
だ
り

を
､
必
ず
し
て
奉
ら
せ
給
ふ
事
の
あ
り
つ
れ
ば
'

｢
さ
ら
に
-

｡
か
か
る
事
は
今
は
止
め
さ
せ
給
へ
｣
と
聞
こ
え
さ
せ
給
へ
る
を
､

｢
さ
は
何
を
か
心
ざ
L
と
は
見
え
奉
ら
ん
と
す
る
｣
と
て
'
せ
さ
せ
給
ひ
つ
る
な
り
け
り
｡
博
の
殿
'
今
は
頼
光
が
家
に
お
は
し
ま
せ

ど
'
そ
れ
も
同
じ
事
に
し
て
季
ID
せ
給
ひ
け
り
｡

(
｡訂
u
蛇
は
錆

T
J
頚

些

)

こ
の
段
は
は
ば
全
て
穆
子
の
状
況
を
述
べ
て
い
て
､
道
綱
に
関
し
て
は
重
点
が
置
か
れ
て
い
な
い
｡
兼
経
は
穆
子

に

大

層

か

わ

い

が

ら

れ

て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
穆
子
は
大
変
素
晴
し
い
老
女
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
今
で
は
も
う
頼
光
女
の
所
に
住
ん
で
い
る
道
綱
に
対
し
て
ま

で
'
律
義
に
夏
冬
の
衣
更
え
の
折
に
は
時
服
を
贈
っ
て
い
る
と
記
す
｡
穆
子
は
大
変
古
風
で
は
あ
る
が
､
そ
れ
が
ま
た
素
晴
し
い
彼
女
の
美

徳
で
あ
っ
た
と
読
む
者
を
感
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
.
で
は
寂
光
女
と
の
結
末
は
ど
う
な
っ
た
か
と
言
え
ば
'

遭
BE

か
か
る
程
に
､
侍
の
殿

い

み
じ
う
悩
み
給
て
'
か
ぎ
り
〈

と
聞
え
つ
つ
程
経
ぬ
れ
ば
'

｢
い
か
に
〈

｣
と
聞
き
奉
る
ほ
ど
に
､
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(道
長
〕

十
月
十
三
日
法
師
に
な
り
給
ひ
ぬ
と
聞
ゆ
れ
ば
､
あ
は
れ
に

殿

な

ど

も
聞
か
せ
給
ひ
な
が
ら
､

｢あ
へ
な
む
'
め
や
す
き
事
な
め
り
｣

と
'
聞
か
せ
給
ふ
程
に
､
さ
て
二
三
日
あ
り
て
う
せ
給
ひ
に
け
り
｡
あ
は
れ
な
る
世
の
中
な
り
｡
北
の
方
い
み
じ
う
お
ぼ
し
欺
き
た
り
｡

頼
光
も
い
み
じ
う
口
惜
し
き
事
に
恩
へ
り
｡
若
き
人
に
､
老
い
給
へ
り
と
知
り
な
が
ら
'
あ
は
せ
奉
り
て
'
我
女
を
そ
こ
な
ひ
つ
る
歎

さ
を
し
け
り
.

(
禁

i
諾

い
詣

完

(講

〕
)

頬
光
の
ぼ
や
き
で
終
了
す
る
0

｢若
き
人
に
､
老
い
給
へ
り
と
知
り
な
が
ら
'
あ
は
せ
奉
り
て
'
我
女
を
そ
こ
な

ひ

っ
｣

等
と

頼

光

に

嘆
か

せ
て
い
る
｡
何
か
つ
ま
ら
ぬ
結
婚
を
さ
せ
た
欲
張
り
な
親
の
嘆
き
と
い
う
か
'
教
訓
葦
の
よ
う
に
し
て
終
結
さ
せ
て
い
る
｡
作
者
は
年
の
離

れ
た
老
人
を
､
若
い
女
の
婿
に
迎
え
た
頼
光
に
は
同
情
を
示
し
て
い
な
い
.
作
者
は
頼
光
を

｢馬
前
話
｣
の
主
人
公
に
仕
立
て
上
げ
､
頼
光

を
噺
け
っ
て
い
る
の
で
あ
る
.
こ
の
頼
光
の
生
き
方
は

『栄
花
物
語
J
の
作
者
が
語
ら
せ
た
如
く
親
の
嘆
き
を
中
心
に
見
る
ば
か
り
で
は
だ

註
十
五

め
で
あ
ろ
う
｡
頼
光
を
祖
と
す
る
摂
津
源
氏
の
生
き
方
は
､
貴
族
と
し
て
の
地
位
向
上
を
ね
ら
い
､
そ
の
手
段
と
し
て
婚
姻
策
が
あ

っ
た

の

で
あ
る
｡
摂
関
家
に
臣
従
す
る
武
士
と
し
て
は
当
然
の
選
択
の
1
つ
で
あ
る
.

『栄
花
物
語
』
を
適
し
て
語
ら
れ
る
道
綱
の
叙
述
は
､
道
綱
を
主
人
公
と
す
る
よ
り
は
､
道
綱
を
介
在
さ
せ
て
別
の
人
物
を
語
る
こ
と
あ

る

｡
｢官
位
の
昇
進
｣
で
は
兼
家
の
処
遇
に
対
す
る
道
綱
の
不
満
を
記
す
O

｢結
婚
｣
で
は
'
道
長
や
倫
子
の
肝
煎
り
を
記
し
'
穆
子
の
1

族
が
如
何
に
道
綱
を
大
切
に
処
遇
し
た
か
を
叙
述
の
中
心
に
お
い
て
い
る
｡

五
'
結

藤
原
道
綱
の
実
像
は
､
公
卿
と
し
て
は
あ
ま
り
能
力
が
な
か
っ
た
｡
た
だ
そ
の
門
地
に
よ
っ
て
大
納
言
に
至
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
｡
こ
れ
は

『小
右
記
』
や

『古
事
談
』
そ
の
他
の
説
話
集
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
姿
で
あ
る
｡

一
方

『栄
花
物
語
』
の
中
に
記
さ
れ
る

道
綱
は
ど
う
か
｡

『栄
花
物
語
』
の
道
綱
関
連
叙
述
の
主
眼
は
道
綱
に
あ
る
の
で
は
な
い
｡
道
綱
を
処
遇
し
た
人
々
の
評
価
を
す
る
方
に
主
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眼
が
あ
る
｡

『
栄
花
物
語
』
で
は
道
綱
を
通
し
､
道
長
並
び
に
源
倫
子
と
そ
の
母
穆
子
の
美
徳
を
讃
美
す
る
点
に
主
眼

･
主
題
が
あ

っ
た
｡

『
栄
花
物
語
』
の
作
者
は
､
道
網
関
連
の
叙
述
を
通
し
'
倫
子
並
び
に
そ
の
母

･
種
子
を
語
り
た
か

っ
た
の
で
あ
る
｡
特
に
そ
の
美
点
を
｡

『
栄
花
物
語
』
の
作
者
に
と

っ
て
は
穆
子
は

｢古
体
｣
で
は
あ
る
が
そ
の
心
ば
え
は

｢
恋
し
｣
い
と
道
長
を
通
し
て
語
ら
せ
る
も

の
が
あ

っ

た
の
で
あ
る
｡

註

一

犬
養
廉
校
注

｢輪
蛤
日
記
』

(新
潮
日
本
古
典
集
成
'
昭
和
五
十
七
年
)

｢解
説
｣
三
〇
一
貢
｡

註

二

冒

本
紀
略
』
(
詐

国
史
大
系
)
同
日
の
条
に

｢今
日
早
旦
｡
太
政
大
臣
自
転
芳
坊
t参

融
在
所
一｡
巳
刻
｡
還
｣著
同
坊
一｡
午
時
､
左
大
臣
頼

忠
参
入
｡
次
樺
中
納
言
藤
原
済
時
参
入
｡
著

1桂
芳
坊
｡
樺
中
納
言
朝
光
召
一外
記
｡
令
レ
固
藷
陣
l.
於

薩
芳
坊
丁有
･1除
目
T｡
右
近
大
将
藤
原
乗

註 註 註 註

六 五 四 三

家
任

1治
部
卿
1.
擢
中
納
言
藤
原
済
時
任
右
近
大
将
lO
以
大
学
頑
高
階
兵
人
成
忠
l任

1能
登
樺
守
1｡
以
二
左
衛
門
佐
藤
原
題
綱
1任
･1土
佐
樺

守
l｡
以
･1藤
原
朝
臣
宣
雅
一任
こ左
衛
門
佐
l｡
奏

1除
目
t了
.
｣
と
､
兼
家
と
道
綱
及
び
高
階
成
忠
の
三
人
が
左
遷
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
O
ま
た

F公
卿
補
任
J

(
樹
齢
国
史
大
系
)
寛
和
三
年

｢藤
追
納
｣
条
に
は
'

｢十
月
十

盲

土
佐
樺
守

(堀
川
大
相
国
披
停
｡
父
卿
大
将
之
次
所
適
任

也
)
｡
｣
と
'
父
の
次
に
遼
任
さ
れ
た
と
あ
り
'
巻
添
え
を
食
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

r公
卿
補
任
｣
貞
元
三
年

｢藤
乗
家
｣
条
'
同
署
毘
和
三
年

｢藤
追
納
｣
条
｡

道
綱
が
花
山
院
の
出
家
に
深
-
係
っ
て
い
た
こ
と
は
､

r百
錬
抄
｣
(
詐

国
史
大
系
)
に

｢僧
厳
久

･
武
人
左
少
桝
道
兼
屈
従
'
以
左
少
将
道
綱

献
創
璽
於
東
宮
｣
と
記
す
点
に
明
ら
か
で
あ
る
O

r扶
桑
略
記
1
に
な
れ
ば
よ
り
詳
細
に
な
る
｡

山
中
裕

F藤
原
道
長
し

(教
育
社
'
歴
史
新
書
'
昭
和
六
十
三
年
)､
四
十
九
～
五
十
五
o

r{
右
記
｣
長
徳
二
年
六
月
二
十
九
日
条
に

｢右
兵
衛
督
談
云
,
昨
日
候
御
前

･
仰
云
,
可
大
納
言
之
人
･
世
之
所
許
在
右
衛
S

)云
々

(中
略
)

此
度
事
所
不
恩
懸
也
'
只
任
天
道
了
｣
(
林
語

継
適

確
k
j<
日
)
右
兵
衛
菅
原
意
定
が
や
っ
て
来
て
'
主
上
の
語
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
0

｢
大
納
言

に
す
べ
き
人
､
世
の
許
す
所
は
右
衛
門
督

(実
資
)
に
有
り
｣
と
い
う
｡
実
資
は
思
い
が
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
､
全
て
を
天
皇
に
任
せ
て
い
る

と
記
す
｡
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註

七

寛
仁
二
年

(
一三

八)
十
月
七
日
に
'
尚
侍
成
子
が
後

一
条
天
皇
の
中
宮
に
な
る
と
共
に
､
研
子
は
皇
大
后
に
転
ず
る
｡
そ
の
日
道
綱
は
中
宮
大
夫

か
ら
'
皇
大
后
宮
大
夫
に
移
り
へ
引
き
続
き
研
子
の
世
話
掛
を
任
命
さ
れ
て
い
る
｡



註

八

r小
右
記
L
長
撃

牢
六
月
二
十
五
日
の
条
に

｢右
大
将
烏
任
日
下
聴
'
ト
嘩

而
可
披
越
任
之
由
来
得
其
理
､
探
不
知
食
欲
｣
と
'
右
大
将
道
綱

が
'
中
納
言
が
一
年
先
任
の
懐
忠
を
超
任
す
る
理
由
が
納
得
で
き
な
く
'

一
条
天
皇
が
思
慮
浅
い
と
嘆
い
て
い
る
｡
ま
た
同
じ
く
七
月
五
日
の
条

に

｢以
中
納
言
藤
原
道
綱
烏
大
納
言
'
以
中
納
言
藤
原
慣
忠
角
樽
大
納
言
'
参
議
藤
時
光
馬
中
納
言
'
道
綱
去
年
任
中
納
言
､
下
官
去
長
徳
元
年

任
中
納
言
､
而
以
道
綱
披
抽
任
之
故
未
得
其
心
'
若
以
外
男
井
大
将
所
披
抽
故

(中
略
)
只
依
次
第
'
有
可
披
任
懐
忠
7
人
之
気
色
'
而
披
加
道

綱
,
覇

)
盲

令
奏
康
保
四
庄
顛

鞄

任
樺
大
聖

芝

例
､
是
村
上
先
朝
之
例
也
者
,
極
所
芸

,

(中
略
)
今
以
鞄
即
披
抽
道
綱
,

未
知
其
理
､
住
吉
名
字
､
不
知

1
二
者
也
｣
と
､
ま
ず
道
綱
が
実
資
よ
り
中
納
言
に
任
官
し
た
の
が
遅
い
の
に
'
先
任
の
実
資
よ
り
道
綱
を
抽
き

出
し
て
大
納
言
に
任
ず
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
と
記
す
｡
次
い
で
道
綱
を
大
納
言
に
推
し
た
の
が
左
大
臣
道
長
だ
と
記
す
｡
最
後
に
そ
の
道
網
を

評
し
､

｢僅
か
に
名
字
を
書
-
の
み
'

一
二
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
｣
と
罵
倒
し
て
い
る
｡

註

九

寛
弘
二
年
二
月
二
十
五
日
に
'
長
徳
の
変
で
失
脚
し
た
藤
原
伊
周
の
座
次
が

｢外
帥
伊
周
可
列
大
臣
下
大
聖

呈

之
宣
旨
下
之
者
｣
(
町

石
)
と

決
定
し
た
と
記
し
た
後
,
同
二
十
六
日
の
条
に

｢帥
座
次
宣
旨
事
､
治
郎
卿
.
種
中
納
言
等
示
送
品

が
大

夫
定
有
愁
恨
放
､｣
と
､
伊
周
の
座
が

大
納
言
の
上
と
宣
旨
が
下
り
'
筆
頭
大
納
言
で
あ
っ
た
道
綱
の
上
に
-
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
そ
こ
で
実
資
は

｢定
め
て
愁
恨
有
ら
ん
か
｣
と
記
し

52

て
い
る
｡
註
八
に
も
記
し
た
如
-
'
超
任
さ
れ
た
り
地
階
さ
れ
る
こ
と
は
'
当
時
の
公
卿
に
と
っ
て
は
'
大
変
な
苦
痛
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
｡

註 註 註 註 註 註

十

左
大
臣
顧
光
の
辞
任
の
風
聞
が
た
っ
た
だ
け
で
'
実
際
顕
光
は
寛
仁
五
年

(lo
主
)
五
月
に
尭
ず
る
ま
で
左
大
臣
の
地
位
を
辞
退
す
る
こ
と
は
無

十 十 十 十 十
五 四 三 二 一

か
っ
た
｡

r権
記
』
長
保
二
年
七
月
二
日
条
t

F栄
花
物
語
』
巻
第
七

｢と
り
べ
野
｣
'

｢尊
卑
文
脈
｣

｢乗
経
｣
条
｡

松
村
博
司
氏

F栄
花
物
語
全
注
釈
J
二
-
二
五
六
貢
｡
囲

｢大
将
殿
の
細
事
｣｡

｢承
番
殿
の
女
御
｣

(中
央
公
論
社
'
昭
和
三
十
八
年
)
第
五
章

｢飛
香
合
と
承
香
殿
｣
に
詳
し
い
｡

r清
和
源
氏
｣

(教
育
社
'

一
九
八
七
年
)
2

｢源
頼
光
｣

二

〇
頁
'

二

五
百
｡

同
前
書
'

二
二
一
貢
｡


